
附
則
第
十
七
条
の
三
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ

及
び
同
項
第
二
号

ロ

」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
項
第

一
号
ハ

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に

よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金

保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下

こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）

で
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
を
五
時
間
以
上
延
長
す
る
措

置
を
講
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
当
該
措

置
に
よ
り
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
が
被
保

険
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。）。

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に

よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金

保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下

こ
の
ハ
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）

で
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
を
五
時
間
以
上
延
長
す
る
措

置
を
講
じ
た
、
又
は
一
時
間
以
上
延
長
す
る

と
と
も
に
第
五
項
第
一
号
ハ
若
し
く
は
附
則

第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
ハ
に
規

定
す
る
措
置
を
講
じ
、
当
該
有
期
契
約
労
働

者
等
の
処
遇
の
改
善
を
図
つ
た
事
業
主
で
あ

る
こ
と
（
当
該
措
置
に
よ
り
当
該
有
期
契
約

労
働
者
等
が
被
保
険
者
と
な
る
場
合
に
限

る
。）。

第
十
二
項
第

二
号

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け

る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が

十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ

き
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
事
業
主
の
区
分
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
額

（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け

る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が

十
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
き
十
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

イ

生
産
性
要
件
に
該
当
し
な
い
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
千
二
百
五

十
円（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

九
万
五
千
円
）

イ

生
産
性
要
件
に
該
当
し
な
い
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
、
延
長
し
た
一

週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
区
分
に
応
じ

て
次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額

ロ

生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
九
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
）

一
時
間
以
上
二
時
間
未
満

二
万

八
千
五
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
三
万
八
千
円
）

二
時
間
以
上
三
時
間
未
満

五
万

七
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
七
万
六
千
円
）

三
時
間
以
上
四
時
間
未
満

八
万

五
千
五
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
十
一
万
四
千
円
）

四
時
間
以
上
五
時
間
未
満

十
一

万
四
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
十
五
万
二
千
円
）

五
時
間
以
上

十
四
万
二
千
五
百

円（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

十
九
万
円
）

ロ

生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
、
延
長
し
た
一
週

間
の
所
定
労
働
時
間
の
区
分
に
応
じ
て

次
の

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額

一
時
間
以
上
二
時
間
未
満

三
万

六
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
四
万
八
千
円
）

二
時
間
以
上
三
時
間
未
満

七
万

二
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
九
万
六
千
円
）

三
時
間
以
上
四
時
間
未
満

十
万

八
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
十
四
万
四
千
円
）

四
時
間
以
上
五
時
間
未
満

十
四

万
四
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
十
九
万
二
千
円
）

五
時
間
以
上

十
八
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
四

万
円
）
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前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
択
的
適
用
拡
大
導
入
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、

支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
択
的
適
用
拡
大
導
入
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納

付
の
状
況
が
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整

助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た

事
業
主
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
七
条
の
四
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
の
三

削
除

附
則
第
十
七
条
の
四
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
の
四

削
除

附
則
第
十
七
条
の
六
及
び
附
則
第
十
七
条
の
六
の
三
中
「
平
成
二
十
八
年
度
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
」
に
改
め

る
。附

則
第
十
七
条
の
八
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
」
を
「
人
材
開
発
支
援
助
成
金
」に
、

「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」に
、「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ

」

を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ

」
に
、「「
三
分
の
一
」」を「「
百
分
の
三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）」」
に
、「
同
号
イ

中
「
四
百
円
」」を
「
同
号
イ

中
「
三
百
八
十
円
（
生

産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）」」
に
、「
同
号
ホ

中
「
四
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
六

百
円
」」を
「
同
号
ハ

中
「
百
分
の
三
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）（
中

小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、百
分
の
六
十
））」

と
あ
る
の
は
「
三
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円
（
生

産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八
十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
六
十
円
（
生

産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
四
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ

つ
て
は
、
八
百
円
）」と
、
同
号
ハ

中
「
三
百
八
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
百
八

十
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
百
六
十
五
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
百

四
十
円
））」
と
あ
る
の
は
「
六
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七
百
円
）」」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ

し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
対
象
被
保
険
者
に
特
定
分
野
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
及
び
中
高
年
雇
用
型
訓
練
対
象
者
に
特
定

中
高
年
雇
用
型
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
中「（
被
保
険
者
の
う
ち
、
高
年
齢
被
保
険
者
、
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労

働
被
保
険
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

様
式
第
十
六
号

の
受
給
期
間
・
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
延
長
申
請
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
の
注
意
３

中
「30日

に
至
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
１
か
月
以
内

」
を
「30日

に
至
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職

の
日
の
翌
日
（
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象
期
間
の
延
長
に
関
し
て
は
、
一
般
被
保
険
者
又
は
高
年
齢
被
保
険
者
で
な

く
な
っ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
４
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
延
長
さ
れ
た
期
間
が
４
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
該
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
）

」に
改
め
る
。
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